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理解と支援、もっと広がれ 
　13センターの広報担当者が研修いのち

の電話

この広報は赤い羽根共同募金の助成金を受けて作成しています

　第23回いのちの電話東日本広報担
当者会議が 10月 9、10 両日、札幌
市教育文化会館で開かれました。東日
本の都道県で活動している13の「い
のちの電話」で広報誌の制作に当たっ
ている26人が参加しました。
　今号はそのレポートです。各地の
「いのちの電話」が何に悩み、どう行動
しようとしているのかを汲み取ってい
ただければ幸いです。
　広報誌は地域の人たちに「いのちの
電話」の存在と活動内容を知っていただくための大切なツールです。手に取って読んでもらえる広
報誌をどう作るか、社会の理解と支援の輪をより広げるには、どのような内容にするかを研修する
のが会議の狙いです。
　第1日は「読み手に訴える広報誌の作り方」をテーマに講師の話を聞き「わがセンター」の題で
文章を書いてみました。（2面、3面で紹介します）
　第2日は「広報誌に託す願い」のテーマでディスカッションしました。「編集者としてどんな思い
で制作作業に当たっているか」「相談活動の問題点」などについてざっくばらんに話し合いました。
　参加者が共通の課題として挙げたのは「人」と「資金」です。「相談員として活躍できる人を増や
したいが、現実は減少傾向にある。その状況の中で広報担当者のなり手もなく、年2回の発行作業
に苦労している」「どうしたら多くの相談に対応できる体制を作れるのか。そのために広報誌はどん
な役割を果たせるのか。日々自らに問いかけ悩んでいる」などの発言がありました。
　資金の確保も切実な問題で「支援者の高齢化で、個人の寄付が減っている」「広報誌のページを削
り、カラー面を減らすなどで対応している」ところもありました。不足をカバーするため、企業に
「チャリティーでコラボしましょう」と呼びかけたり、広告を募集したり、地元の落語家の協力で
「チャリティー寄席」を開くなど、さまざまな工夫の報告がありました。
　全国の「いのちの電話」は「なんとしてでも悲しい自殺を防ぎたい」という共通の理念に燃えて、
人材や資金の不足に悩みながらも活動を続けています。

（順不同・要旨のみ）

会議参加センターの自己紹介わがセンター

　発足から25年目を迎えた山
形センターの現状は、相談員の高齢化と慢性的
な相談員数の不足に悩んでおります。24時間
体制を目標にしておりますが、現在は2台の
電話で午後1時〜10時までの受信です。
　関係機関に働き掛けての啓発活動や、相談員
の交流を深めるための一泊研修を開催するなど
して、解決のための歩みを進めています。「仲
間とともに出来ることからこつこつと」の気持
ちを皆と共有すれば、必ず良い方向へ転じ、目
標に向けての活動に近づけると信じて……

山形

　
　私たちのセンターは宇都宮にあります。相
談室は窓から日光連山を遠くに望めるビルの
中にあり、相談員の癒しの環境になっていま
す。開設35周年の節目を迎え、190人で相
談に当たっていますが、数年前に 24時間体
制に移行してから男性が増え、以前より活気
が感じられます。若者の情報伝達方法がスマ
ホやメール主流になっているのを踏まえ、
メール相談の検討を始めました。広報誌は一
般市民を対象にした“たより”を年2回発行、
内部向けに“むつみ”を毎月出しています。

栃木

1991年に全国35番目の「い
のちの電話」として開設されました。大宮セ
ンターと川越分室の2カ所を拠点に、約300
人の相談員が活動しています。24時間 365
日受信しているダイヤルのほかに、18歳未満
が対象の「こどもライン」と「インターネッ
ト相談」があります。
　開設 15周年の「こどもライン」は金・土
曜の15時から21時半まで電話を受け付け、
相談員として1年以上経験した人が担当して
います。こどもライン研修を定期的に行い、
いじめや虐待など子供特有の問題点や、か
かってくる電話の特徴について話し合います。

埼玉
多くのセンターがそうであるよう

に、我がセンターも相談員の減少という波に苦
しんでいます。もともと所帯が小さく人口密度
や様々な条件が揃わない中を、15年前の開設
時の勢いをもってここまで頑張ってきました。
今年は相談時間を短縮することになり、そのこ
とについて話し合った全体会では、相談員の意
見の相違もありましたが、様々な現状を踏まえ
ての苦渋の選択でした。更に多様化する相談者
への対応や運営についての難題を抱えつつも、
この電話を必要とされる方のある限り、設立の
思いを繋いで頑張っていきたいと思います。

山梨

　
　後援会組織があり、その活動が運営資金を確
保する上で大きな力になっています。開設25
年を迎えましたが、県の補助金や個人、法人か
らの寄付金などで、どうにか赤字を出さずに運
営出来ています。相談員に高齢化の波が押し寄
せています。「耳が遠くなり、電話の声が聞き
取り難くなってきた」「家族の介護をしなけれ
ばならない」「体調が思わしくない」などで、
退会や休務が増えています。そんな中、いま実
習中の相談員25期生がいつもより増えたのが
朗報です。相談電話の受信率を上げることが出
来るのでは……と期待しています。

盛岡

　
　今年35周年を迎えるわがセンターの特徴は、スペイン語とポルトガル語による“外国語相談”です。
南米から受け入れた日系外国人労働者からの相談に対応するため開設されましたが、日本語の相談室とは
別で、お互いの交流はありません。いま、日本語の相談員の最大関心事はセンターの移転問題です。立ち
退きを迫られていますが、まだ移転先のメドがたっていません。相談員と資金支援者の減少への対応を含
め、状況打開するための組織としての方向付けが出来ていないことが問題です。ボランティアのやり甲斐
を生み出す、新しい活動のイメージが求められていると思います。

横浜

　
　“眠らぬダイヤル”という伝統的なキャッチ
コピーが使えなくなりそうな気配です。行政
を含めて同種の相談窓口が多くなり、ボラン
ティア活動の場が増え「いのちの電話」の相
談員の確保が難しくなっているからです。東
京センターが始まって40年以上たち、理念
は不変でも組織運営は変わっていかなければ
ならない時期に来たように思えます。社会の
ありようが大きく変わる中で、私たちはどの
ような存在になれば良いのか悩みます。「いの
ちの電話」を大切な社会資源と意識し、他の
活動組織とも問題を共有していく時代が来た
と感じています。

東京

　
　開設26年。「電話相談」の他に「メール相
談」「個別相談」「自死遺族支援」と、4 つの
相談事業を行っています。相談員が減少して
いるのに、そんなに手を広げていいのか、と
いう意見も出ていますが、皆の頑張りで 24
時間体制を維持しながらこなしています。広
報誌は年2回発行しています。いま、スタッ
フは 4人ですが、関係者へのインタビュー、
表紙の写真さがし、広告出稿のお願いなどで
大変です。もう少し広報に携わる人が増える
といいのですが、より多くの方に「いのちの
電話」の存在を知ってもらわなくては、と頑
張っています。

千葉
　開局２３年。175名が活動し

ています。2015年 4月から、朝9時〜夜中
0時まで毎日受信。自殺傾向の相談電話が、
統計では夜間に多くみられることで、受信時
間の延長を相談員の総意で決定しました。毎
日24時間受信体制への歩みへゆっくりです
が努力を続けています。広報誌は年2回発行。
広報誌の見直しが委員会で検討されています。
減少傾向にある相談員募集のＰＲ活動は、広
報委員会のみならず組織を上げて、取り組ん
でいるところです。たゆまぬ努力と熱意を
もって社会貢献する相談員の活動を、「相談員
を目指そうとする人」に届く情報提供を模索
しています。

群馬
　

　設立して 18年経ちましたが、いま、人の
18歳の頃のように迷い、悩んでいます。ネッ
ト社会の急速な広がりで多様なコミュニケー
ション手段が登場していますが、それに追い
つくことが出来ません。「追いつかなくてもい
いのかなあ」とも考えて、もがいています。
郡山分室が出来て10年、分室で活動してい
る相談員達とは年2回の全体研修で交流を図
りながら、いつの日か24時間電話相談実施
を目指して頑張っています。年2回発行の広
報誌も、いつも読んでいただく方の対象をど
こに置くかで悩んでいます。

福島

　
　静岡県内初の「いのちの電話」としてス
タートしたことが、私たちの誇りです。そも
そも浜松は“ものづくり”の街として発展し
てきました。ヤマハ、ホンダ、カワイなどた
くさんの企業の発祥の地で、住民は「やらま
いか精神」に溢れています。「やろうと思った
ことはやる」というのが「やらまいか精神」
です。私たちは来年開設 30周年を迎えるに
当たり「眠らぬダイヤル」を目指しています。
そのための相談員の確保は簡単ではありませ
んが「やらまいか」と頑張ります。

浜松

1 2 3



2015.12

№125〜 ひとりで悩まず話してみませんか〜

「自殺予防を願って」

北海道いのちの電話
24時間：011-231-4343
ナビダイヤル：0570-783-556

フリーダイヤル
毎月10日
（午前8時〜翌日8時）

0120-738-556
ファックス相談
（聴覚・言語に障がいのある方）

011-219-3144

理解と支援、もっと広がれ 
　13センターの広報担当者が研修いのち

の電話

この広報は赤い羽根共同募金の助成金を受けて作成しています

　第23回いのちの電話東日本広報担
当者会議が 10月 9、10 両日、札幌
市教育文化会館で開かれました。東日
本の都道県で活動している13の「い
のちの電話」で広報誌の制作に当たっ
ている26人が参加しました。
　今号はそのレポートです。各地の
「いのちの電話」が何に悩み、どう行動
しようとしているのかを汲み取ってい
ただければ幸いです。
　広報誌は地域の人たちに「いのちの
電話」の存在と活動内容を知っていただくための大切なツールです。手に取って読んでもらえる広
報誌をどう作るか、社会の理解と支援の輪をより広げるには、どのような内容にするかを研修する
のが会議の狙いです。
　第1日は「読み手に訴える広報誌の作り方」をテーマに講師の話を聞き「わがセンター」の題で
文章を書いてみました。（2面、3面で紹介します）
　第2日は「広報誌に託す願い」のテーマでディスカッションしました。「編集者としてどんな思い
で制作作業に当たっているか」「相談活動の問題点」などについてざっくばらんに話し合いました。
　参加者が共通の課題として挙げたのは「人」と「資金」です。「相談員として活躍できる人を増や
したいが、現実は減少傾向にある。その状況の中で広報担当者のなり手もなく、年2回の発行作業
に苦労している」「どうしたら多くの相談に対応できる体制を作れるのか。そのために広報誌はどん
な役割を果たせるのか。日々自らに問いかけ悩んでいる」などの発言がありました。
　資金の確保も切実な問題で「支援者の高齢化で、個人の寄付が減っている」「広報誌のページを削
り、カラー面を減らすなどで対応している」ところもありました。不足をカバーするため、企業に
「チャリティーでコラボしましょう」と呼びかけたり、広告を募集したり、地元の落語家の協力で
「チャリティー寄席」を開くなど、さまざまな工夫の報告がありました。
　全国の「いのちの電話」は「なんとしてでも悲しい自殺を防ぎたい」という共通の理念に燃えて、
人材や資金の不足に悩みながらも活動を続けています。

（順不同・要旨のみ）

会議参加センターの自己紹介わがセンター

　発足から25年目を迎えた山
形センターの現状は、相談員の高齢化と慢性的
な相談員数の不足に悩んでおります。24時間
体制を目標にしておりますが、現在は2台の
電話で午後1時〜10時までの受信です。
　関係機関に働き掛けての啓発活動や、相談員
の交流を深めるための一泊研修を開催するなど
して、解決のための歩みを進めています。「仲
間とともに出来ることからこつこつと」の気持
ちを皆と共有すれば、必ず良い方向へ転じ、目
標に向けての活動に近づけると信じて……

山形

　
　私たちのセンターは宇都宮にあります。相
談室は窓から日光連山を遠くに望めるビルの
中にあり、相談員の癒しの環境になっていま
す。開設35周年の節目を迎え、190人で相
談に当たっていますが、数年前に 24時間体
制に移行してから男性が増え、以前より活気
が感じられます。若者の情報伝達方法がスマ
ホやメール主流になっているのを踏まえ、
メール相談の検討を始めました。広報誌は一
般市民を対象にした“たより”を年2回発行、
内部向けに“むつみ”を毎月出しています。

栃木

1991年に全国35番目の「い
のちの電話」として開設されました。大宮セ
ンターと川越分室の2カ所を拠点に、約300
人の相談員が活動しています。24時間 365
日受信しているダイヤルのほかに、18歳未満
が対象の「こどもライン」と「インターネッ
ト相談」があります。
　開設 15周年の「こどもライン」は金・土
曜の15時から21時半まで電話を受け付け、
相談員として1年以上経験した人が担当して
います。こどもライン研修を定期的に行い、
いじめや虐待など子供特有の問題点や、か
かってくる電話の特徴について話し合います。

埼玉
多くのセンターがそうであるよう

に、我がセンターも相談員の減少という波に苦
しんでいます。もともと所帯が小さく人口密度
や様々な条件が揃わない中を、15年前の開設
時の勢いをもってここまで頑張ってきました。
今年は相談時間を短縮することになり、そのこ
とについて話し合った全体会では、相談員の意
見の相違もありましたが、様々な現状を踏まえ
ての苦渋の選択でした。更に多様化する相談者
への対応や運営についての難題を抱えつつも、
この電話を必要とされる方のある限り、設立の
思いを繋いで頑張っていきたいと思います。

山梨

　
　後援会組織があり、その活動が運営資金を確
保する上で大きな力になっています。開設25
年を迎えましたが、県の補助金や個人、法人か
らの寄付金などで、どうにか赤字を出さずに運
営出来ています。相談員に高齢化の波が押し寄
せています。「耳が遠くなり、電話の声が聞き
取り難くなってきた」「家族の介護をしなけれ
ばならない」「体調が思わしくない」などで、
退会や休務が増えています。そんな中、いま実
習中の相談員25期生がいつもより増えたのが
朗報です。相談電話の受信率を上げることが出
来るのでは……と期待しています。

盛岡

　
　今年35周年を迎えるわがセンターの特徴は、スペイン語とポルトガル語による“外国語相談”です。
南米から受け入れた日系外国人労働者からの相談に対応するため開設されましたが、日本語の相談室とは
別で、お互いの交流はありません。いま、日本語の相談員の最大関心事はセンターの移転問題です。立ち
退きを迫られていますが、まだ移転先のメドがたっていません。相談員と資金支援者の減少への対応を含
め、状況打開するための組織としての方向付けが出来ていないことが問題です。ボランティアのやり甲斐
を生み出す、新しい活動のイメージが求められていると思います。

横浜

　
　“眠らぬダイヤル”という伝統的なキャッチ
コピーが使えなくなりそうな気配です。行政
を含めて同種の相談窓口が多くなり、ボラン
ティア活動の場が増え「いのちの電話」の相
談員の確保が難しくなっているからです。東
京センターが始まって40年以上たち、理念
は不変でも組織運営は変わっていかなければ
ならない時期に来たように思えます。社会の
ありようが大きく変わる中で、私たちはどの
ような存在になれば良いのか悩みます。「いの
ちの電話」を大切な社会資源と意識し、他の
活動組織とも問題を共有していく時代が来た
と感じています。

東京

　
　開設26年。「電話相談」の他に「メール相
談」「個別相談」「自死遺族支援」と、4 つの
相談事業を行っています。相談員が減少して
いるのに、そんなに手を広げていいのか、と
いう意見も出ていますが、皆の頑張りで 24
時間体制を維持しながらこなしています。広
報誌は年2回発行しています。いま、スタッ
フは 4人ですが、関係者へのインタビュー、
表紙の写真さがし、広告出稿のお願いなどで
大変です。もう少し広報に携わる人が増える
といいのですが、より多くの方に「いのちの
電話」の存在を知ってもらわなくては、と頑
張っています。

千葉
　開局２３年。175名が活動し

ています。2015年 4月から、朝9時〜夜中
0時まで毎日受信。自殺傾向の相談電話が、
統計では夜間に多くみられることで、受信時
間の延長を相談員の総意で決定しました。毎
日24時間受信体制への歩みへゆっくりです
が努力を続けています。広報誌は年2回発行。
広報誌の見直しが委員会で検討されています。
減少傾向にある相談員募集のＰＲ活動は、広
報委員会のみならず組織を上げて、取り組ん
でいるところです。たゆまぬ努力と熱意を
もって社会貢献する相談員の活動を、「相談員
を目指そうとする人」に届く情報提供を模索
しています。

群馬
　

　設立して 18年経ちましたが、いま、人の
18歳の頃のように迷い、悩んでいます。ネッ
ト社会の急速な広がりで多様なコミュニケー
ション手段が登場していますが、それに追い
つくことが出来ません。「追いつかなくてもい
いのかなあ」とも考えて、もがいています。
郡山分室が出来て10年、分室で活動してい
る相談員達とは年2回の全体研修で交流を図
りながら、いつの日か24時間電話相談実施
を目指して頑張っています。年2回発行の広
報誌も、いつも読んでいただく方の対象をど
こに置くかで悩んでいます。

福島

　
　静岡県内初の「いのちの電話」としてス
タートしたことが、私たちの誇りです。そも
そも浜松は“ものづくり”の街として発展し
てきました。ヤマハ、ホンダ、カワイなどた
くさんの企業の発祥の地で、住民は「やらま
いか精神」に溢れています。「やろうと思った
ことはやる」というのが「やらまいか精神」
です。私たちは来年開設 30周年を迎えるに
当たり「眠らぬダイヤル」を目指しています。
そのための相談員の確保は簡単ではありませ
んが「やらまいか」と頑張ります。

浜松
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「自殺予防を願って」

北海道いのちの電話
24時間：011-231-4343
ナビダイヤル：0570-783-556

フリーダイヤル
毎月10日
（午前8時〜翌日8時）

0120-738-556
ファックス相談
（聴覚・言語に障がいのある方）

011-219-3144

理解と支援、もっと広がれ 
　13センターの広報担当者が研修いのち

の電話

この広報は赤い羽根共同募金の助成金を受けて作成しています

　第23回いのちの電話東日本広報担
当者会議が 10月 9、10 両日、札幌
市教育文化会館で開かれました。東日
本の都道県で活動している13の「い
のちの電話」で広報誌の制作に当たっ
ている26人が参加しました。
　今号はそのレポートです。各地の
「いのちの電話」が何に悩み、どう行動
しようとしているのかを汲み取ってい
ただければ幸いです。
　広報誌は地域の人たちに「いのちの
電話」の存在と活動内容を知っていただくための大切なツールです。手に取って読んでもらえる広
報誌をどう作るか、社会の理解と支援の輪をより広げるには、どのような内容にするかを研修する
のが会議の狙いです。
　第1日は「読み手に訴える広報誌の作り方」をテーマに講師の話を聞き「わがセンター」の題で
文章を書いてみました。（2面、3面で紹介します）
　第2日は「広報誌に託す願い」のテーマでディスカッションしました。「編集者としてどんな思い
で制作作業に当たっているか」「相談活動の問題点」などについてざっくばらんに話し合いました。
　参加者が共通の課題として挙げたのは「人」と「資金」です。「相談員として活躍できる人を増や
したいが、現実は減少傾向にある。その状況の中で広報担当者のなり手もなく、年2回の発行作業
に苦労している」「どうしたら多くの相談に対応できる体制を作れるのか。そのために広報誌はどん
な役割を果たせるのか。日々自らに問いかけ悩んでいる」などの発言がありました。
　資金の確保も切実な問題で「支援者の高齢化で、個人の寄付が減っている」「広報誌のページを削
り、カラー面を減らすなどで対応している」ところもありました。不足をカバーするため、企業に
「チャリティーでコラボしましょう」と呼びかけたり、広告を募集したり、地元の落語家の協力で
「チャリティー寄席」を開くなど、さまざまな工夫の報告がありました。
　全国の「いのちの電話」は「なんとしてでも悲しい自殺を防ぎたい」という共通の理念に燃えて、
人材や資金の不足に悩みながらも活動を続けています。

（順不同・要旨のみ）

会議参加センターの自己紹介わがセンター

　発足から25年目を迎えた山
形センターの現状は、相談員の高齢化と慢性的
な相談員数の不足に悩んでおります。24時間
体制を目標にしておりますが、現在は2台の
電話で午後1時〜10時までの受信です。
　関係機関に働き掛けての啓発活動や、相談員
の交流を深めるための一泊研修を開催するなど
して、解決のための歩みを進めています。「仲
間とともに出来ることからこつこつと」の気持
ちを皆と共有すれば、必ず良い方向へ転じ、目
標に向けての活動に近づけると信じて……

山形

　
　私たちのセンターは宇都宮にあります。相
談室は窓から日光連山を遠くに望めるビルの
中にあり、相談員の癒しの環境になっていま
す。開設35周年の節目を迎え、190人で相
談に当たっていますが、数年前に 24時間体
制に移行してから男性が増え、以前より活気
が感じられます。若者の情報伝達方法がスマ
ホやメール主流になっているのを踏まえ、
メール相談の検討を始めました。広報誌は一
般市民を対象にした“たより”を年2回発行、
内部向けに“むつみ”を毎月出しています。

栃木

1991年に全国35番目の「い
のちの電話」として開設されました。大宮セ
ンターと川越分室の2カ所を拠点に、約300
人の相談員が活動しています。24時間 365
日受信しているダイヤルのほかに、18歳未満
が対象の「こどもライン」と「インターネッ
ト相談」があります。
　開設 15周年の「こどもライン」は金・土
曜の15時から21時半まで電話を受け付け、
相談員として1年以上経験した人が担当して
います。こどもライン研修を定期的に行い、
いじめや虐待など子供特有の問題点や、か
かってくる電話の特徴について話し合います。

埼玉
多くのセンターがそうであるよう

に、我がセンターも相談員の減少という波に苦
しんでいます。もともと所帯が小さく人口密度
や様々な条件が揃わない中を、15年前の開設
時の勢いをもってここまで頑張ってきました。
今年は相談時間を短縮することになり、そのこ
とについて話し合った全体会では、相談員の意
見の相違もありましたが、様々な現状を踏まえ
ての苦渋の選択でした。更に多様化する相談者
への対応や運営についての難題を抱えつつも、
この電話を必要とされる方のある限り、設立の
思いを繋いで頑張っていきたいと思います。

山梨

　
　後援会組織があり、その活動が運営資金を確
保する上で大きな力になっています。開設25
年を迎えましたが、県の補助金や個人、法人か
らの寄付金などで、どうにか赤字を出さずに運
営出来ています。相談員に高齢化の波が押し寄
せています。「耳が遠くなり、電話の声が聞き
取り難くなってきた」「家族の介護をしなけれ
ばならない」「体調が思わしくない」などで、
退会や休務が増えています。そんな中、いま実
習中の相談員25期生がいつもより増えたのが
朗報です。相談電話の受信率を上げることが出
来るのでは……と期待しています。

盛岡

　
　今年35周年を迎えるわがセンターの特徴は、スペイン語とポルトガル語による“外国語相談”です。
南米から受け入れた日系外国人労働者からの相談に対応するため開設されましたが、日本語の相談室とは
別で、お互いの交流はありません。いま、日本語の相談員の最大関心事はセンターの移転問題です。立ち
退きを迫られていますが、まだ移転先のメドがたっていません。相談員と資金支援者の減少への対応を含
め、状況打開するための組織としての方向付けが出来ていないことが問題です。ボランティアのやり甲斐
を生み出す、新しい活動のイメージが求められていると思います。

横浜

　
　“眠らぬダイヤル”という伝統的なキャッチ
コピーが使えなくなりそうな気配です。行政
を含めて同種の相談窓口が多くなり、ボラン
ティア活動の場が増え「いのちの電話」の相
談員の確保が難しくなっているからです。東
京センターが始まって40年以上たち、理念
は不変でも組織運営は変わっていかなければ
ならない時期に来たように思えます。社会の
ありようが大きく変わる中で、私たちはどの
ような存在になれば良いのか悩みます。「いの
ちの電話」を大切な社会資源と意識し、他の
活動組織とも問題を共有していく時代が来た
と感じています。

東京

　
　開設26年。「電話相談」の他に「メール相
談」「個別相談」「自死遺族支援」と、4 つの
相談事業を行っています。相談員が減少して
いるのに、そんなに手を広げていいのか、と
いう意見も出ていますが、皆の頑張りで 24
時間体制を維持しながらこなしています。広
報誌は年2回発行しています。いま、スタッ
フは 4人ですが、関係者へのインタビュー、
表紙の写真さがし、広告出稿のお願いなどで
大変です。もう少し広報に携わる人が増える
といいのですが、より多くの方に「いのちの
電話」の存在を知ってもらわなくては、と頑
張っています。

千葉
　開局２３年。175名が活動し

ています。2015年 4月から、朝9時〜夜中
0時まで毎日受信。自殺傾向の相談電話が、
統計では夜間に多くみられることで、受信時
間の延長を相談員の総意で決定しました。毎
日24時間受信体制への歩みへゆっくりです
が努力を続けています。広報誌は年2回発行。
広報誌の見直しが委員会で検討されています。
減少傾向にある相談員募集のＰＲ活動は、広
報委員会のみならず組織を上げて、取り組ん
でいるところです。たゆまぬ努力と熱意を
もって社会貢献する相談員の活動を、「相談員
を目指そうとする人」に届く情報提供を模索
しています。

群馬
　

　設立して 18年経ちましたが、いま、人の
18歳の頃のように迷い、悩んでいます。ネッ
ト社会の急速な広がりで多様なコミュニケー
ション手段が登場していますが、それに追い
つくことが出来ません。「追いつかなくてもい
いのかなあ」とも考えて、もがいています。
郡山分室が出来て10年、分室で活動してい
る相談員達とは年2回の全体研修で交流を図
りながら、いつの日か24時間電話相談実施
を目指して頑張っています。年2回発行の広
報誌も、いつも読んでいただく方の対象をど
こに置くかで悩んでいます。

福島

　
　静岡県内初の「いのちの電話」としてス
タートしたことが、私たちの誇りです。そも
そも浜松は“ものづくり”の街として発展し
てきました。ヤマハ、ホンダ、カワイなどた
くさんの企業の発祥の地で、住民は「やらま
いか精神」に溢れています。「やろうと思った
ことはやる」というのが「やらまいか精神」
です。私たちは来年開設 30周年を迎えるに
当たり「眠らぬダイヤル」を目指しています。
そのための相談員の確保は簡単ではありませ
んが「やらまいか」と頑張ります。

浜松
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引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134

北海道銀行本店　　　普通101-0604497

札幌信用金庫本店　　普通   01-6116682

北海道労働金庫本店　普通012-4692543

郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134

北海道銀行本店　　　普通101-0604497

札幌信用金庫本店　　普通   01-6116682

北海道労働金庫本店　普通012-4692543

郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

募金箱
大和リゾート㈱ ロイトン札幌
ホテルやまち レストラン エル
ホテルやまち レストラン 青山

室蘭工業大学生協
北海道エネルギー㈱社会福祉法人	 北海道いのちの電話（開局1979年1月）

	 事務局　〒060−8693		札幌中央郵便局私書箱107
	 TEL		011−251−6464　FAX	011−221−9095
	 URL		http://www.inochi-tel.com/

発行人　南　　槇子
編集人　広報委員会

ご支援ありがとうございます� 期間：2015年7月1日～10月31日
　2015 年 7 月 1日～ 10 月 31日の間に次の方々からご支援をいただきました。ご厚志は 24 時間眠らぬダイ
ヤル活動の貴重な資金として使わせていただきます。
　銀行、郵便局からの振り込みの場合入金まで若干時間がかかり、この期間からずれることがあります。そ
の時は次号でお名前を掲載させていただきます。また銀行振り込みの方のお名前はカタカナのままとなり、
個人情報保護のため住所の確認ができず領収書をお送りできません。あわせてご了承願います。
　お名前の記載漏れや誤記がありましたらお許し下さい。お気付きの場合、恐縮ですがご連絡をお願いします。

＊ このご寄付には所得税、道・市民税に関して寄付金控除が適用されます（必要な方は領収書をご請求ください）。

〒 060-8693　社会福祉法人　北海道いのちの電話　理事長　南　槇子
札幌市中央郵便局私書箱 107 北海道いのちの電話事務局
事務局電話 011-251-6464　　FAX 011-221-9095

特定非営利活動法人　明日佳スポーツクラブ／いのちの電話　ドリーム／街頭募金／北九条小学校卒業 60 年 6 組クラス会／札幌市保健福
祉局高齢保健福祉部／札幌市手稲区役所　役職者会／札幌市職員共済組合／札幌市総務局　行政部有志一同／札幌市豊平区役所　部長
会／札幌市保健福祉局　役職者会／札幌市市民まちづくり局地域振興部　区政課／札幌市やよい会／札幌市やよい会ゴルフ部会／札幌商
工会議所／札幌市立高等学校　教職員組合／司法書士ほしおき駅前通事務所／聖マーガレット教会／全日本自治団体労働組合北海道本部
／全日本建設交運一般労働組合札幌学童保育支部／日本労働組合総連合会　北海道連合会／茨戸カントリークラブ／フェイストゥフェイス
水口　章・良子／北海道神社庁／北海道電気資材卸業協同組合／北海道電気工事業工業組合　理事長　尾池　一仁／北海道大学落語研
究会 OB・OG 会／立正佼成会　札幌教会／大通りつげのクリニック／市立札幌病院　職員労働組合／治療院　スマイル／平岸メンタルクリ
ニック／北海道精神神経科診療所協会／医法）大島記念会　苫小牧緑ヶ丘病院／医法）こぶし　植苗病院／医法）札幌西の峰病院／医法）五
風会　さっぽろ香雪病院／医法）勉仁会　中垣病院／医法）北仁会　旭山病院／医法）厚北会　吉本病院／医法社）健心会　桑園病院／医
法社）こぶし　札幌こぶしクリニック／医法社）坂井胃腸科内科医院／医法社）慈藻会　平松記念病院／医法社）島崎外科胃腸科／医法社）彌
和会　三浦メンタルクリニック／医法社）正心会　岡本病院／医法社）同仁会　長野病院／医法社）ふるや内科／医法社）倭会　ミネルバ病院
／医法社）やんべ皮膚科クリニック／一社）北海道医師会／交洋不動産㈱／札幌第一興産㈱／双豊電気㈱／泰伸データウエアハウス㈱／
一二三北路㈱／北栄保険サービス㈱／北海道タツヲ電気㈱／北海道電気技術サービス㈱／幌村建設㈱／横山食品㈱／和光技研㈱／ワコ
オ工業㈱／㈱アリガプランニング　小野寺　亜衣／㈱イーエス総合研究所／㈱イーエスデータサービス／大岩メタルワークス　㈱千葉／㈱
カツキ／㈱クリーンコーポレーション／㈱敷島屋／㈱昭和総業／㈱セイコーマート／㈱ハイチエイジェント／㈱はしもと／㈱フロンティア技研
／㈱北洋銀行／㈱北海道アルバイト情報社／北海道和光純薬㈱　加藤　道保／㈱丸真　真木呉服店／聖心会　札幌修道院／天使の聖母　
トラピスチヌ修道院／カトリック　北 26 条教会／カトリック　月寒教会　バザー委員会／日本キリスト教会　札幌発寒教会／日本キリスト教
団　函館教会／公益社団）札幌中法人会／財）さっぽろ健康スポーツ財団／財）札幌市職員福利厚生会　有志一同／財）北海道 YMCA ／札
幌市役所　労働組合／札幌市西区役所　総務企画課　有志一同／札幌市仏教連合会／久遠寺／真宗大谷派札幌別院／徳生寺／妙現寺／
日蓮宗　妙典寺／宗教法人　顕本寺／社福）さっぽろ慈啓会／㈲喜久一

個人からのご寄付

ア行  相場幸子　明石正順　明田川洪志　東博行　阿部範子　雨宮大朔　荒木貞一　池澤澪子　池田達夫　池田達子　石井嘉　井嶋澄
子　泉真知子　磯野岳臣　板谷研二　伊藤一子　伊藤孝子　伊藤義郎　井上敬一　岩﨑恵美子　岩本勝彦　上田稔　上野輝佳　植松
誠　氏家久仁子　遠藤知恵子　大井相石　大内幸則　大金知一　大須賀夏　大村茂夫　岡島静子　尾形照夫　岡林律子　奥井光雄　
奥村道子　越智哲子　鬼丸美保子　小沼武・紘美　小野寺裕子　小野肇　小原幸子　 カ行  角田今日子　筧石雄　影山隆之　葛西章　
葛西美保子　笠原武・勝子　勝野恒巳　司教 勝谷太治　桂信雄　加藤峰　上遠野克　金森美子　金子千恵　金子禎子　狩野廣　加納
万寿美　神埜文典　河合淑子　川上貞子　川口宗美・夏代子　川尻榮子　川原康子　菊池園子　菊地孝子　木島知子　北谷洋文　木藤
忍　国島やよい　黒島芳江　小池章之　古賀清敬　越野宣之　小島育子　後藤一保　後藤京子　小林茂　駒野ひかり　是永道子　近藤
邦雄　 サ行  斎藤テエ　斉藤智子　斎藤雪子　酒井尚樹　酒井宏子　酒井玲子　阪口晶美　坂元由美　佐川節子　佐々木克彦・敏江　
佐々木敏明　佐々木喜四　佐々木洋子　笹崎雅江　佐藤時弘　佐藤壽　佐藤泰光　佐藤芳枝　寒川ナミヱ　澤口勉　澤田道子　澤谷琴
美　塩田越波　設楽雅代　品川久美子　篠本あき　柴田陽子　柴田牧子　清水京子　下村笑子　神秀治　新谷純鋪　末次邦雄　菅田洋
子　杉原律子　杉村徹　杉本桂子　杉本拓　鈴木新一　鈴木眞一　鈴木陽子　須田明夫　須田健　瀬戸武　相馬敏夫　﨤町賢治・恵美
子　 タ行  平博　髙橋賢治　髙橋文子　髙橋禮子　髙原久美子　高谷昌子　竹谷宏一　田坂伸子　田島安都子　田代理枝子　蓼沼豊　
谷口惠美子　多筥量子　玉田弘美　千葉勇　千葉悟　千葉保　津坂裕子　辻敦子　辻田恭子　出口寿美枝　東海林義孝　遠山貞子　富
村愛子　 ナ行  長井茂子　長尾新　中川久美子　中川洋子　永田京子　中田千賀子　中田春子　中林恵一　中林毅　鍋島あけみ　鍋島
五郎　成田セツ子　野口彰　野原茂・裕紀子　野村洋子　野村玲子　ハ行  長谷川大介・真紗子　幡江美智子　林ミサオ　林律子　早瀬
龍宏　平泉美智子　平野育子　平原紀子　平原邦幸　廣瀬敏一　広瀬誠　福島康則　福田和子　福田三行　藤田慶一　藤林義廣　星
昇　星野恭亮　細川昭一　堀井敏子　本間フジ　 マ行  前多妙子　前田輝夫　牧野貞子　牧泰昌　増田悦子　松岡泰子　松本妙子　松
本篤二　間宮和代　三浦直也　三浦秀紀　三浦光孝　見上雄一　三上勇津　水野さつき　三井尚　光崎明生　南千晶　南槇子　宮崎京
子　宮本倭文子　宮本吉連　向井隆　村井俊朗　森公代　森清　森熊治郎・眞琴　 ヤ行  山川節　山中克哉　山中貴義　湯浅志真　横
山由紀子　横山末雄　吉江昌彦　吉尾弘　吉川陽子　吉田和俊　吉田京子　吉田陸雄　吉田桃代　吉田洋子　吉野淳一　吉峰洋子　義
村小夜子　吉山八郎　吉山みさ子　匿名：5

「裏を見せ、表を見せて散る紅葉」（良寛）

辛い時、悲しい時、寂しい時、泣きたい時。「自分の裏」は見せたくないものです。
しかし、「裏」も「表」も、全て自分です。ヒラヒラ散っていく紅葉には裏も表もありません。
裏とか表とかこだわらない、ありのままの素直な自分でいる事が出来たらいいですね。

写真・文：K.Y

今号の
一枚

　台風の影響が心配された中、無事に会議が開催されました。遠路遙々お集まり頂きました皆様に
深く御礼申し上げます。

　吉田講師の講演、またセンター同士が活発に交流し、笑顔で意見交換した中から、それぞれのセン
ターが今後の広報制作に繋がる沢山の「お土産」を持ち帰る事が出来たのではないか、と思います。

　各センターの特色を聞かせて頂きましたが、開局から35年たった「北海道いのちの電話」は相
談員全員が参加するグループ学習会を、月に一度行っています。そこではロールプレイなど電話相
談の資質向上の為の学習に加え、それぞれが1ヶ月の間に感じた事、思った事を気兼ねなく話し合
い、グループメンバーが全員で「寄り添う」時間になっています。

　志を共にする仲間と支え合いながら、ただひたすらに「自殺予防を願って」24時間365日の電
話相談活動を続けています。いつも心と心の絆の尊さを噛みしめながら活動しています。一人でも
多くの方に「寄り添う事の尊さ」を伝える事が出来たら、と今日も電話ブースに座っています。

　「ひとりで悩まず話してみませんか」あなたの電話をお待ちしています。

北海道いのちの電話　広報委員会

「ナイトdeライト」チャリティーコンサート
　9月 10日（木）18時〜世界自殺予防デーのこの日に「“ちかほ”LIVE」を行
いました。当日は、200人を超える来場者や道行く人に冊子を配布し、コンサー
トを通じて“いのちの大切さ”“いのちの電話の活動”について周知しました。
　また、多くの方から募金をいただきましたことお礼を申し上げます。

　
　皆様に「いのちの電話」事業への理解を深めてもらい、支援をお願いする
ため、次のイベントを開催することになりました。

「大平まゆみ」
アフタヌーンティーパーティー
日時：12月6日（日）13時〜
会場：札幌サンプラザ（2F金枝の間）
　期日間近ですので、いのちの電話事務局に
問合せください。（事務局011-251-6464）

「河西千秋先生（精神科医）」─市民公開講座─
演題〜自殺未遂者・自殺企図者への関わり（仮題）〜
日時：2016年 2月16日（火）18時30分〜　
会場：札幌市民ホール（第1・第2会議室）

イ 予ベ 告ン ト

「東日本広報担当者会議を終えて」
〜寄り添う事の尊さを噛みしめて〜

イベント報告

事務局日誌
（2015年7月1日～10月31日）

	 7月	 7日(火)	 38期生開講式

11日(土)	 相談員総会

	 8月	 2日(日）	街頭パンフレット配布活動

	 9月10日(木）	自殺予防デー　周知活動
	 チカホLIVE　チャリティーコンサート
	 「ナイトdeライト」

10月	 9日(金)	 東日本広報担当者会議
～10日(土)	

16日(金)	 いのちの電話相談員全国研修会
～ 18日(日)	 かごしま大会

24日(土)	 理事会・評議員会　

団体からのご寄付

　横浜市立大学大学院卒。カリフォルニア大学客員研究員、藤沢病院、カロリ
ンスカ研究所客員研究員、横浜市立大学医学部精神医学教室助教授、横浜市立
大学医学部健康増進科学教室教授（保健管理センター長）などを経て現職。

　研究領域は、地域・職域の精神保健、行動科学（自殺予防学）、精神薬理（難治性、副作用）。
　これまでに内外の行政、職能団体、および学術団体等の自殺予防対策活動の支援、うつ病休職者の復職支援デイケア活動や、
横浜職域メンタルヘルス支援活動（全国ネット）、大学学生・教職員のメンタルヘルス支援活動にも注力してきた。
　主な役職としては、上記以外に、国際自殺予防学会・日本代表委員、日本自殺予防学会常務理事、日本うつ病学会・自殺対策
委員会委員長など。

河西千秋（精神科医）　
札幌医科大学神経精神医学講座・教授

講師プロフィール
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